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計
画
的
に
進
め
る

住
環
境
整
備
と

教
育
施
設
の
充
実

　

 

日
出
町
で
は
、
地
域
間
や
主
要
道
路
と
の
ア
ク
セ
ス
向

上
の
た
め
、
道
路
の
改
良
・
拡
幅
工
事
を
進
め
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
生
活
道
路
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

 

ま
た
、
上
水
道
で
は
安
定
し
た
水
の
供
給
を
図
り
、
地

域
住
民
の
公
衆
衛
生
の
向
上
と
、
生
活
環
境
の
改
善
に
向
け

て
、
上
水
道
の
整
備
を
計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
で
は
、
私
た
ち
が
生
活
す
る
う
え
で
排
水
す
る
汚

水
を
き
れ
い
に
処
理
し
、
快
適
な
地
球
環
境
を
守
っ
て
い
ま

す
。
日
出
町
で
は
、
下
水
道
の
普
及
率
１
０
０
％
を
目
指
し
、

計
画
に
沿
っ
て
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。



町
道
堀
高
校
線
舗
装
工
事

●
事
業
地
区　

日
出
堀

●
工
事
期
間　

６
月
〜
７
月

●
施
工
延
長　

１
０
５
ｍ

● 

工
事
概
要　

前
年
度
に
道
路
改
良
工
事

し
た
、
旧
日
出
暘
谷
高
校
裏
門
前
か
ら

国
道
10
号
に
抜
け
る
道
路
を
舗
装
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
出
暘
谷
高
校

跡
地
周
辺
の
排
水
先
の
確
保
、
道
路
周

辺
の
方
の
国
道
10
号
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

平
原
深
江
港
線

　
　
　
　
　

道
路
改
良
工
事

●
事
業
地
区　

大
神
軒
の
井

●
工
事
期
間　

２
月
〜
６
月

●
施
工
延
長　

８
６
０
ｍ

● 

工
事
概
要　

大
神
小
中
学
校
か
ら
大
神

漁
港
を
結
ぶ
幹
線
道
路
で
す
。
交
通
量

が
多
く
、
舗
装
の
傷
み
が
著
し
い
の
で
、

昨
年
の
工
事
に
引
き
続
き
、
三
尺
山
入

口
交
差
点
か
ら
港
に
向
け
て
、
一
部
舗

装
を
打
ち
換
え
ま
し
た
。

町
道
太
田
豊
岡
駅
前
線

　
　
　
　
　

道
路
改
良
工
事

●
事
業
地
区　

豊
岡
是
城

●
工
事
期
間　

６
月
〜
８
月
末

●
施
行
延
長　

64
ｍ

● 

工
事
概
要　

こ
の
路
線
は
豊
岡
地
区
の

主
要
道
路
で
あ
り
、
バ
ス
路
線
と
し
て
、

ま
た
通
学
路
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
幅
員
を
７
ｍ
に
拡
幅
し
、
歩
行
者

や
通
行
車
両
の
利
便
性
と
安
全
性
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

城
下
海
岸
遊
歩
道

カ
ラ
ー
舗
装
工
事

●
工
事
期
間　

６
月
下
旬
〜
８
月
下
旬

●
施
工
場
所　

城
下
海
岸

●
工
事
概
要　

延
長
５
０
５
ｍ

● 

事
業
概
要　

暘
谷
城
か
ら
豊
岡
の
島
山

ま
で
の
間
、
歩
道
部
の
な
い
城
下
海
岸

に
お
い
て
、
視
線
誘
導
的
に
歩
行
者
の

安
全
性
を
高
め
る
よ
う
、
カ
ラ
ー
舗
装

を
行
い
ま
し
た
。

町
道
山
田
線
減
圧
弁
設
置
工
事

●
事
業
地
区　

豊
岡
宮
の
下

●
工
事
期
間　

10
月
中
旬
〜
11
月
中
旬

●
工
事
概
要　

減
圧
弁
１
基
設
置

● 

事
業
概
要　

当
地
区
の
安
定
し
た
水
を

供
給
す
る
た
め
、
配
水
系
統
の
切
り
替

え
と
、
そ
れ
に
伴
う
水
圧
の
上
昇
を
抑

え
る
減
圧
弁
を
設
置
し
ま
す
。

町
道
豊
岡
住
宅
団
地
３
号
線

　
　

配
水
管
布
設
替
工
事

●
事
業
地
区　

豊
岡
団
地
南

●
工
事
期
間　

５
月
〜
８
月
中
旬

●
施
行
延
長　

２
２
７
ｍ

● 

工
事
概
要　

辻
間
団
地
造
成
当
時
か
ら

の
配
水
管
で
あ
り
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
安
定
し
た
上
水
道
の
供

給
を
め
ざ
し
、
布
設
替
工
事
を
行
い

ま
す
。

町道堀高校線舗装工事

町道平原深江港線

町道太田豊岡駅前線

城下海岸遊歩道



上
仁
王
配
水
池
外
構
工
事

●
事
業
地
区　

日
出
上
仁
王

●
工
事
期
間　

８
月
下
旬
完
成

●
工
事
概
要　

外
構
フ
ェ
ン
ス
76
．
５
ｍ

● 

事
業
概
要　

上
仁
王
配
水
池
の
施
設
管

理
、
安
全
確
保
の
た
め
、
外
構
フ
ェ
ン

ス
の
設
置
と
場
内
の
舗
装
を
行
い
ま
し

た
。

西
部
影
平
線
汚
水
管
布
設
工
事

●
事
業
地
区　

豊
岡
小
浦

●
工
事
期
間　

10
月
上
旬
〜
12
月
下
旬

●
工
事
概
要　

延
長
１
６
０
ｍ

● 

事
業
概
要　

町
道
影
平
線
の
道
路
改
良

工
事
に
合
わ
せ
て
、
下
水
道
管
の
布
設

工
事
を
行
い
ま
す
。

東
部
内
野
深
江
港
線

　
　
　

汚
水
管
布
設
工
事

●
事
業
地
区　

川
崎
西
小
深
江

●
工
事
期
間　

10
月
下
旬
〜
２
月
下
旬

●
工
事
概
要　

延
長
２
５
０
ｍ

● 

事
業
概
要　

町
道
内
野
深
江
港
線
に
下

水
道
管
の
布
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

浄
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

水
処
理
設
備
工
事

● 

事
業
地
区　

豊
岡　

日
出
町
浄
化
セ
ン

タ
ー

● 

工
事
期
間　

平
成
25
年
３
月
中
旬

● 

事
業
概
要　

下
水
道
管
の
計
画
的
整
備

に
よ
り
年
々
汚
水
処
理
量
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
処
理
能
力
を
増
強
す
る
と
と

も
に
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
改
築
の
た

め
、
水
処
理
設
備
を
増
設
し
ま
す
。

川
崎
小
学
校
耐
震
補
強
工
事

●
工
事
期
間　

３
月
〜
10
月

● 

施
行
場
所　

川
崎
小
学
校　

管
理
・
教

室
棟

● 

工
事
概
要　

小
学
校
耐
震
化
推
進
事
業

に
伴
い
、
平
成
21
年
度
の
耐
震
診
断
の

結
果
、
補
強
工
事
が
必
要
と
判
断
。
平

成
22
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
に
か
け

て
、
在
来
工
法
に
よ
り
補
強
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
工
事
と
あ
わ

道路用地提供者感謝状贈呈式

　「道路の日」の8月10日、「道路用地提供者感謝状贈呈式」
が行われ、町道の拡幅工事にあたり、土地を無償で町に提
供したとして、感謝状と記念品を送りました。
　土地の提供者 12人のうち、この日出席した地権者やそ
の代理人は４人。工藤町長が「みなさんのおかげで、地域
の利便性も向上し、地元の方も喜んでいます」と感謝の意
を述べました。感謝状を送ったは、昨年度土地を提供して
いただいた方です。感謝状贈呈式に出席した地権者

日出町浄化センター

町道東部内野深江線

川崎小学校



せ
て
、
外
壁
の
塗
り
替
え
、
屋
上
防
水

の
改
修
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

安
養
寺
ふ
れ
あ
い
広
場
芝
生
化

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
に
よ
り
、
小
さ

な
お
子
さ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
楽
し
く

過
ご
せ
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
工
事
期
間　

５
月
末
〜
９
月

●
供
用
開
始
予
定　

10
月

藤
原
・
大
神
幼
稚
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化

　　

子
ど
も
た
ち
の
屋
外
活
動
の
推
進
の
た

め
、
今
年
度
は
藤
原
・
大
神
幼
稚
園
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
芝
生
化
を
行
い
ま
す
。

豊
岡
小
学
校
増
改
築
事
業

● 

工
事
期
間　

平
成
22
年
12
月
〜
平
成

24
年
７
月

● 

施
工
場
所　

豊
岡
小
学
校
普
通
教
室
棟

● 

工
事
概
要　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

３
階
建
（
一
部
４
回
建
）
延
床
面
積

４
６
１
０
㎡
、
屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

設
置

● 

事
業
概
要　

昭
和
33
年
に
建
築
さ
れ
た

建
物
で
、
日
出
町
の
学
校
建
築
物
と
し

て
は
、
最
も
古
く
老
朽
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

　

 　

そ
の
た
め
、
校
舎
の
建
替
え
を
行
い
、

生
徒
の
安
全
を
守
り
、
豊
か
な
教
育
環

境
を
整
備
し
ま
す
。

７
月
発
注
分
の
公
共
工
事
を
報
告
し
ま
す

■
則
次
辻
ノ
尾
線
道
路
改
良

　

 　

川
崎
小
学
校
前
（
辻
の
尾
公
民
館
付

近
）
の
道
路
の
拡
幅
工
事
。
延
長
90
ｍ

■
町
道
辻
ノ
尾
千
騎
線
道
路
改
良

　

 　

川
崎
千
騎
区
の
町
道
辻
ノ
尾
千
騎
線

の
道
路
拡
幅
工
事
。
延
長
50
ｍ

■
的
山
荘
高
圧
受
電
設
備

　

 　

的
山
荘
に
高
圧
受
電
設
備
を
設
置
し

使
用
電
力
の
供
給
量
増
大
を
図
り
ま

す
。

■
町
道
今
村
線
配
水
管
布
設

　

 　

藤
原
安
養
寺
ふ
れ
あ
い
広
場
北
側
の

町
道
今
村
線
に
上
水
道
管
を
敷
設
し
ま

す
。
延
長
１
９
０
ｍ

■
町
道
豊
岡
住
宅
団
地
17
号
線
他

　
 　

豊
岡
住
宅
団
地
17
号
線
の
舗
装
工
事

を
行
い
ま
す
。
延
長
１
８
０
ｍ

■
町
道
鍛
治
屋
線
道
路
改
良

　

 　

大
神
後
村
区
の
町
道
鍛
冶
屋
線
の
道

路
拡
幅
改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。
延
長

１
８
０
ｍ
幅
員
６
ｍ

■
日
出
小
学
校
教
室
改
修

　

 　

日
出
小
学
校
の
使
用
し
て
い
な
い
教

室
を
改
造
し
て
一
般
教
室
に
し
ま
す
。

■
町
道
山
田
線
減
圧
弁
設
置

　

 　

豊
岡
上
の
原
区
の
上
水
道
管
に
減
圧

弁
を
設
置
し
、
下
流
域
の
給
水
環
境
を

改
善
し
ま
す
。

■
町
道
二
本
榎
弥
四
郎
線
排
水
路
改
修

　

 　

藤
原
中
部
区
の
二
本
榎
弥
四
郎
線
の

排
水
路
を
改
修
し
ま
す
。
延
長
42
ｍ
。

■ 

町
道
宮
ノ
下
宮
川
線
流
末
排
水
側
溝
布

設

　

 　

豊
岡
中
の
二
区
（
満
福
寺
入
口
）
の

道
路
側
溝
を
新
設
し
ま
す
。
延
長
90
ｍ

■
町
道
早
水
台
線
道
路
改
良

　

 　

川
崎
西
小
深
江
区
の
町
道
早
水
台
線

の
拡
幅
工
事
。
延
長
84
ｍ

■
中
央
公
民
館
前
バ
ス
停
設
置

　

 　

中
央
公
民
館
前
の
バ
ス
停
に
風
雨
避

け
の
屋
根
を
設
置
し
ま
す
。

安養寺ふれあい広場

豊岡小学校



飼い
主は
マナ
ーを
守ろ
う

　

大
分
県
・
建
築
士
会
と
協
力
し
て
、

住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

　

簡
易
耐
震
診
断
は
、
正
式
な
耐
震
診

断
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
診
断
の
結
果
が
悪
い
場
合
は
、

正
式
な
耐
震
診
断
を
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

■ 

対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
木
造
一
戸
建
住
宅
。（
併

用
住
宅
で
、
住
宅
部
分
の
面
積
が
２

分
の
１
以
上
の
も
の
を
含
む
）

■
時
期　

10
月
11
日（
火
）〜
14
日（
金
）

＊
詳
細
な
時
間
に
つ
い
て
は
、
要
相
談
。

■
募
集
戸
数　

３
戸

■
申
込
締
切　

９
月
20
日
（
火
）

■ 

内
容　

町
職
員
等
が
自
宅
に
伺
い
、

１
時
間
程
度
で
診
断
を
行
い
ま
す
。

自
宅
の
図
面
が
あ
れ
ば
、
用
意
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

都
市
建
設
課
建
築
係

　

☎
73
‐
３
１
７
２

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

地
震
に
対
す
る
強
度
を

調
査

●
町
営
仁
王
住
宅
（
１
戸
）

○ 

所
在
地　

日
出
町
９
７
０
番
地

○ 

構
造　

中
層
耐
火
構
造

○ 

家
賃　

１
７
， 

３
０
０
円
〜
２
６
，

０
０
０
円

＊
浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
設
備
は
完
備
。

　

下
水
道
設
備
有
。

■
駐
車
場　

１
台
（
無
料
）

■
募
集
期
間　

９
月
５
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　
　

９
月
16
日
（
金
）

■
抽
選
日　

９
月
29
日
（
木
）
10
時
〜

■
抽
選
場
所　

役
場
３
階
大
会
議
室

■
応
募
資
格

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
、
勤
務
先

　

が
町
内
で
あ
る
こ
と
。

② 

入
居
者
の
合
算
所
得
が
年
額
１
，

８
９
６
，
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

④
入
居
者
名
義
の
持
ち
家
が
な
い
こ
と
。

⑤ 

独
立
し
て
い
て
、
他
の
者
の
扶
養
に

入
っ
て
い
な
い
こ
と
。

⑥
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

⑦
入
居
者
が
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と
。

■ 

申
込
・
問
合
先　

都
市
建
設
課
管
理

係
☎
73
‐
３
１
７
２

仁
王
住
宅

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

「
申
請
が
必
要
で
す
」

　

日
出
町
福
祉
健
康
推
進
大
会
で
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
者
・
金
婚
者
を
表
彰
し
ま

す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

大
会
日
時

　

11
月
11
日
（
金
）　

９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

■
表
彰
該
当
者

○
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者　

　

 　

昭
和
26
年
12
月
31
日
ま
で
に
婚
姻

さ
れ
た
ご
夫
婦
。

○ 

金
婚
者

　

 　

昭
和
36
年
12
月
31
日
ま
で
に
婚
姻

さ
れ
た
ご
夫
婦
。

＊ 

こ
れ
ま
で
に
、
す
で
に
表
彰
を
受
け

た
方
は
除
き
ま
す
。

■
申
請
書　

　

 

福
祉
対
策
課
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

■
申
請
期
限　

10
月
12
日
（
水
）

■ 

申
請
・
問
合
先　

福
祉
対
策
課
地
域

福
祉
係
☎
73
‐
３
１
２
１

日
出
町
福
祉
健
康
推
進
大
会

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
・

金
婚
者
を
表
彰

　

犬
に
よ
る
咬
傷
事
故
が

　

発
生

　

先
日
川
崎
で
、
小
学
生
が
犬
に

噛
ま
れ
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

飼
い
主
が
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
け

れ
ば
、
犬
は
社
会
に
と
っ
て
大
変

迷
惑
な
存
在
と
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
と
と
も
に
楽
し
い
生
活

を
送
る
た
め
に
も
、
き
ち
ん
と
し

た
し
つ
け
が
大
切
で
す
。

　

犬
を
飼
う
た
め
に
必
要

　

な
マ
ナ
ー

○
犬
の
放
し
飼
い
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

○ 

犬
の
フ
ン
は
飼
い
主
が
持
ち

帰
っ
て
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 

犬
に
無
駄
吠
え
を
さ
せ
な
い
な

ど
の
し
つ
け
を
行
い
、
責
任
を

も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○ 

子
犬
が
産
ま
れ
て
困
る
と
き
は
、

不
妊
手
術
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○ 

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

生
活
環
境
課　

　
　

 　

☎
73
‐
３
１
２
８

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

知
っ
て
お
き
た
い
行
政
情
報



不審に思ったらすぐ連絡してください
　全国各地で還付金詐欺が発生しています。

　役場職員などを装い、「年金の払い戻しがある」「医療費の戻りがある」などと巧みな言葉で話しかけ、

キャッシュカード等をだましとり、現金などを引き出します。

　不審に思ったら、すぐに役場や警察に連絡してください。

問合先　役場健康増進課☎ 73 － 3133
　　　　日出警察署　　☎ 72 － 2131

還付
金詐
欺に
ご注
意！

　

７
月
21
日
、
ふ
じ
わ
ら
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
が
開
所
し
、
23
日
に
は
開
所
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
保
護
者
か
ら
の
要
望
が
あ

り
、
藤
原
小
学
校
の
一
部
を
改
築
し
実

現
し
た
も
の
で
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
方
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

保
護
者
な
ど
が
運
営
主
体
で
す
。

　

保
護
者
が
就
労
等
の
理
由
で
、
家
を

留
守
に
す
る
場
合
な
ど
に
、
児
童
を
預

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

■
利
用
料　

１
人
４
，
０
０
０
円
／
月

■
利
用
時
間

○
平
日　

放
課
後
〜
18
時

○ 

土
曜
・
長
期
休
暇
等　

８
時
〜
18
時

＊
日
曜
・
祝
日
は
閉
所
。

＊ 

19
時
ま
で
の
１
時
間
の
延
長
預
か
り

が
あ
り
ま
す
。（
有
料
）

■
指
導
員　

２
人
体
制

■ 

問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援

係
☎
73
‐
３
１
２
１

ふじわら放課後児童クラブ開所

働く保護者をサポート

開所式でのくす玉割りの様子

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
は
、
国
民

健
康
保
険
税
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

ま
す
。
こ
の
徴
収
方
法
を
特
別
徴
収
と

い
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
し
出
に
よ
り
天
引
き
せ

ず
に
口
座
振
替
に
よ
り
支
払
う
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
口
座
振
替
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、
手
続
き
が

必
要
で
す
。

■
特
別
徴
収
対
象
者
の
条
件

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
と
特
別
徴

収
と
な
り
ま
す
。

○
世
帯
主
で
あ
る
こ
と
。

○ 

国
保
加
入
者
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳

未
満
で
あ
る
こ
と
。

国
民
健
康
保
険
税
特
別
徴
収
の
お
知
ら
せ

保
険
税
の
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
つ
い
て

○ 

世
帯
主
も
国
保
に
加
入
し
て
お
り
、

そ
の
世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以
上
の

年
金
を
受
給
し
て
い
る
こ
と
。

○ 

介
護
保
険
料
も
特
別
徴
収
に
な
っ
て

い
る
こ
と
。

○ 

介
護
保
険
料
と
国
保
税
の
合
算
額
が

年
金
額
の
１
／
２
を
超
え
な
い
こ
と
。

■
確
定
申
告
の
際
の
注
意
点

　

 　

納
め
た
国
保
税
は
確
定
申
告
な
ど

の
際
、
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
別
徴

収
さ
れ
た
場
合
は
、
天
引
き
さ
れ
た

年
金
の
名
義
人
が
控
除
の
適
用
対
象

者
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
先　

健
康
増
進
課
国
保
医
療
係

　
　
　
　
　

☎
73
‐
３
１
３
３

社会生活基本調査

統計調査にご協力を

　総務省統計局と大分県では、10
月 20日現在で社会生活基本調査を
実施します。
　この調査は、わたしたちが日々
どのくらいの時間を、仕事や学業、
家事に費やしているかなどについ
て調査するものです。
　結果は、ワーク・ライフ・バラ
ンスの推進、少子高齢化対策など
の基礎資料となります。
　調査世帯は、無作為に選ばれた
全国の 8万 4千世帯で、その世帯
に普段住んでいる 10歳以上の世帯
員およそ 20万人です。
　10月上旬から中旬にかけて、調
査員が調査世帯に伺いますので、
調査の趣旨をご理解いただき、調
査票にご記入ください。
■問合先　大分県統計調査課
　　　　　☎ 097 ‐ 506 ‐ 2451



大会に向け練習に励んできました

　

７
月
24
日
、
川
崎
運
動
公
園

で
、「
日
出
町
消
防
団
操
法
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
７
つ

の
分
団
か
ら
８
つ
の
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
１
チ
ー
ム
５
人
で

構
成
し
、
小
型
ポ
ン
プ
や
ホ
ー
ス

な
ど
の
操
作
を
、
早
く
正
確
に

行
う
だ
け
で
な
く
、
選
手
同
士

の
意
気
の
あ
っ
た
連
携
作
業
な

ど
が
評
価
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　

結
果
は
次
の
と
お
り

１
位　

第
２
分
団
（
大
神
）

２
位　

第
６
分
団
（
豊
岡
）

３
位　

第
４
分
団
（
藤
原
）

　

優
勝
し
た
第
２
分
団
は
来
年

の
夏
、県
体
会
に
出
場
し
ま
す
。

消
防
団
操
法
大
会

正
確
さ
迅
速
さ
を
競
う

　

７
月
29
日
、
町
中
央
公
民
館

で
、
小
学
生
に
英
語
に
興
味
を

も
っ
て
も
ら
お
う
と
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
） 

と
ふ
れ

あ
う
、「
英
語
で
遊
ぼ
う
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
小
学
校
１
・
２
年

生
、
午
後
は
３
・
４
年
生
対
象

に
、
あ
わ
せ
て
80
人
が
参
加
。

　

自
己
紹
介
の
後
、
英
語
の
歌

を
歌
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
す
る

な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
本
物
の

英
語
に
ふ
れ
ま
し
た
。

　

日
出
小
学
校
１
年
生
の
前
川

旬し
ゅ
ん
た汰

く
ん
が
「
外
国
の
人
と
話

す
の
は
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
楽

し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

英
語
で
遊
ぼ
う

本
物
の
英
語
に
ふ
れ
るゲームを楽しみながら英語にふれる

水鉄砲で敵の的を狙うビーチ水鉄砲

ビーチフラッグス大会大人気のビーチバレー

　7月 31 日、糸ケ浜海水浴場でビーチ
フェスタが開催されました。
　砂浜では、「ビーチバレーボール」「ビー
チフラッグス」「ビーチ水鉄砲」「小学生
ミニドッジボール」が行われ、熱く焼け
た砂浜の上で熱戦が繰り広げられまし
た。
　他にも、「サンドアートコンテスト」
や「ビーチウォークラリー」、あおぞら
会主催による「ビーチバレーストラック
アウト」が開催され、子どもから大人ま
で、多くの人が楽しみました。

糸ケ浜ビーチフェスタ開催

熱い砂浜で熱戦を繰り広げる

TOWN　TOPICS
まちの話題　7月～ 8月

日出町ポータルサイト「ひじ jin.com」
 広報紙に掲載されなかった写真やイベントなど身近な情報が満載。
　  「http://hijijin.com」



竹炭を町長へ手渡す恩賀社長

　

浄
化
槽
保
守
点
検
業
を
営
む
別
府
市

の
（
有
）
セ
イ
ケ
ン
管
理
サ
ー
ビ
ス
（
恩

賀
陸
奥
雄
社
長
）
が
、
被
災
地
の
衛
生

環
境
の
改
善
に
少
し
で
も
役
に
立
て
れ

ば
と
、
自
社
製
品
の
竹
炭
（
サ
ン
ト
ル

Ｄ
）
１
０
０
０
袋
（
お
よ
そ
２
０
０
万

円
相
当
）
を
被
災
地
に
送
り
た
い
と
、

同
社
の
竹
炭
工
房
が
日
出
町
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
同
町
に
申
し
出
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
竹
炭
は
、
浄
化
槽
の
中
に
入
れ

る
と
、
悪
臭
や
有
害
物
質
の
吸
着
な
ど

に
よ
り
、
害
虫
が
繁
殖
で
き
な
い
環
境

に
変
え
て
い
く
効
果
が
あ
り
ま
す
。
恩

賀
社
長
が
「
被
災
地
の
方
の
生
活
が
、

少
し
で
も
改
善
す
る
手
助
け
が
で
き
れ

ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

被
災
地
支
援

竹
炭
贈
呈
式

親善大使に委嘱した佐藤氏と
　　　　　　奥さんの美知子さん

　

８
月
16
日
、
佐
藤
廣ひ

ろ
し士

氏
（
神
戸
製

鋼
所
社
長
）
に
対
し
て
、
日
出
町
ふ
る

さ
と
親
善
大
使
の
委
嘱
状
を
交
付
し
ま

し
た
。
佐
藤
氏
で
４
人
目
で
す
。

　

工
藤
町
長
が
「
日
出
町
の
観
光
、
風

土
、
文
化
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

佐
藤
氏
が
「
こ
れ
ま
で
も
日
出
町
の

宣
伝
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
町
の
人

や
自
然
が
大
好
き
で
、
自
分
の
原
点
が

こ
こ
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
氏
は
大
神
真
那
井
の
出
身
で
、

高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
18
年
間
を
日

出
町
で
過
ご
し
ま
し
た
。
真
那
井
の
家

か
ら
見
る
別
府
湾
の
景
色
が
特
に
印
象

深
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

㈱
神
戸
製
鋼
所
社
長　

日
出
町
を
Ｐ
Ｒ

ふ
る
さ
と
親
善
大
使
に
委
嘱

また見学に来たいと話す、角野愛ちゃん

　8月 20日、復元中の隅櫓で、「土
壁塗り体験」が行われ、子どもか
ら大人までおよそ 40人が参加しま
した。
　貴重な文化財に触れることで、
日出町の歴史・文化に愛着をもっ
てもらいたいと開催したものです。
　参加した子どもは、団子状にし
た土を壁に投げつけ、コテを使っ
て丁寧に壁塗りをしました。
　川崎小学校 1年の角野愛ちゃん
が「土を投げるのが楽しい。完成
したらまた見学に来たい」と話し
ました。
　塗った土壁は来年５月ごろまで
乾燥させ、その後仕上げに入り、
来年 12月ごろ完成する予定です。

隅櫓保存修理工事

土壁塗りを体験

土壁塗りを体験する参加者



「食事バランスガイド」

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
と
は

　　

上
の
図
は
、
１
日
の
望
ま
し
い
食
事

の
組
み
合
わ
せ
と
量
に
つ
い
て
、
何
を

ど
れ
だ
け
食
べ
れ
ば
よ
い
の
か
が
一
目

で
分
か
る
よ
う
に
「
コ
マ
」
の
イ
ラ
ス

ト
で
示
し
た
も
の
で
す
。

　

料
理
を
「
主
食
」「
副
菜
」「
主
菜
」「
牛

乳
・
乳
製
品
」「
果
物
」の
５
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
料
理
を
「
１
つ
」「
２
つ
」

と
数
え
ま
す
。

　

各
グ
ル
ー
プ
内
の
料
理
例
を
目
安
に

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
で
、
コ
マ

が
安
定
し
て
回
り
、
健
康
な
生
活
に
つ

な
が
り
ま
す
。

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
の
５
つ

の
区
分

●
主
食
（
ご
は
ん
中
盛
４
杯
程
度
）

　

 　

炭
水
化
物
な
ど
の
供
給
源
で
あ
る

ご
は
ん
、
パ
ン
、
麺
、
パ
ス
タ
な
ど

を
主
材
料
と
す
る
料
理
。

●
副
菜
（
野
菜
料
理
５
皿
程
度
）

　

 　

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊

維
な
ど
の
供
給
源
で
あ
る
野
菜
、
い

も
、豆
類
（
大
豆
を
除
く
）、き
の
こ
、

海
草
な
ど
を
主
材
料
と
す
る
料
理
。

●
主
菜
（ 

肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
か
ら
３

皿
程
度
）

　

 　

た
ん
ぱ
く
質
な
ど
の
供
給
源
で
あ

る
肉
、
魚
、
大
豆
及
び
大
豆
製
品
な

ど
を
主
材
料
と
す
る
料
理
。

●
牛
乳
・
乳
製
品
（
牛
乳
１
本
程
度
）

　

 　

カ
ル
シ
ウ
ム
の
供
給
源
で
あ
る
牛

乳
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
チ
ー
ズ
な
ど
が

含
ま
れ
ま
す
。

●
果
物
（
み
か
ん
２
個
程
度
）

　

 　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の

供
給
源
で
あ
る
り
ん
ご
、
み
か
ん
な

ど
の
果
物
、
す
い
か
な
ど
の
果
実
的

野
菜
が
含
ま
れ
ま
す
。

健康づくりに努めましょう 健　康

子育て
●９月の休日当番医
　　　健康増進課 ☎ 73 ‐ 3130

＊診療時間は変わる場合があります。
　 各医療機関や健康増進課にご確認
ください。

４日　川崎診療所 28‐1611
11日　てしまこどもの杜クリニック
 73‐1221
18日　島田内科クリニック 28‐0280
19日　江本眼科 28‐1700
23日　こうまつ循環器科内科クリニック
 73‐0077
25日　すずらんクリニック 73‐2151

朝食を
きちんと食べましょう！
　
　朝食は午前中の活動のエネルギー
源です。朝食を食べる習慣をつけましょう。

野菜を
きちんと食べましょう！

　1 日の目標量は約350 グラムです。
　野菜をしっかり食べることで、食べすぎ
や便秘を防ぐことができます。



児童館へおいでよ

日出町地域子育て支援センター
 ☎28‐1212

●子育て広場・子育て相談

　月～金　9時～16時

●出張子育て広場（0歳～就学前）

　16日（金）10時～12時　

　川崎地区公民館

●赤ちゃん広場（0歳～2歳）

　7日（水）・15日（木）・26日（月）

　10時～12時

●9月誕生会（0歳～就学前）

　11時～

●エアロビクス教室　10時45分～

　9日（金）・30日（金）

日出町児童館 ☎72‐0323

●楽しい絵本読み聞かせ（乳幼児）

　16日（金）

　11時15分～11時45分

●積み木で遊ぼう（小学生）

　28日（水）15時～16時30分

さざんか児童館 ☎72‐8383

●赤ちゃん広場（0歳児・要申込）

　9日（金）10時30分～　200円

●絵本の読み聞かせ　

　10日（土）10時30分～

●わくわく保育園　16日（金）10時～

　対象：H22.4.1～Ｈ23.3.31生

　昼食代として１組400円　要申込

●うちわを作ろう

　19日（月）10時～

●トランポリンで遊ぼう

　23日（金）１０時～

●ちびっこ映画祭（ピッピ南の島へ）

　28日（水）15時～

●保育園の誕生会に参加しよう

　9月生まれの乳幼児親子対象

　30日（金）10時～　要申込

●親子グループ活動　10時30分～

　０～１歳　6日・13日・20日

　３～５歳　7日・14日・21日

　　　２歳　8日・15日・22日

生活習慣に注意し、

46.8％の人が生活習慣病

（日出町国保加入者で 40歳～ 74歳の方の内）

　生活習慣病は、日ごろの不適切な生活習慣の積み重ねによって起き

る病気で、日本人のおよそ３分の２の人が生活習慣病で亡くなってい

ます。

　日出町でも例外ではなく、平成 22年度日出町国保加入者で 40歳

～ 74歳の方の内、46.8％の人が生活習慣病を抱えています。これは

県内 18市町村中、5番目に高い数字になっています。

　生活習慣病の予防には、運動習慣の定着や食生活の改善といった、

健康的な生活習慣の確立が重要です。

　平成 21年度に策定した、「いきいき日出町健康食育プラン」の中

から、健康増進のための取り組みを紹介します。

健康への知識と関心を深めよう

自分でできること 家族でできること

栄養・食生活
毎日朝食を食べ、30
品目を目指し、バラン
スよく食べます。

家族そろって食事をす
るように心がけます。

運動
車に頼らず、できるだ
け歩きます。

家族で地域の行事やイ
ベントなどに積極的に
参加します。

休養
こころの健康

自分なりのストレス解
消法や気長にできる趣
味を見つけます。

家族で何でも話せる時
間や機会を増やしま
す。

たばこ
できるだけ吸う本数を
減らします。

人のいるところで吸わ
ないなど、分煙を徹底
します。

お酒
お酒の適量や正しい飲
み方を知ります。

適量を守り、週に２日
は休肝日をつくりま
しょう。

歯の健康
定期的に歯科検診を受
診します。

正しい歯磨きの方法に
ついて学びます。

保健・医療
年に１回は健診、がん
検診を受診します。

家族で健診や精密検査
の受診をするようお互
いに声かけをします。

食育
できるだけ地元産の食
材を購入・使用します。

家族みんなで食事をす
る習慣をつくります。



身体障がい者巡回相談会

テーマ「介護予防」

短歌・俳句・川柳を募集

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

自
殺
予
防
に
、
私
た
ち

が
で
き
る
こ
と

　

自
ら
命
を
絶
っ
た
人
の
多
く
は
、
何

ら
か
の
こ
こ
ろ
の
病
気
を
抱
え
て
い
た

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ス
や
悩
み
に
よ

り
、
こ
こ
ろ
の
病
気
を
引
き
起
こ
し
、

そ
の
結
果
孤
立
し
、
死
ぬ
こ
と
以
外
に

解
決
策
が
な
い
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ

て
い
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
、
私
た
ち
に
も

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
も
と
様
子
が
違
う
人
に
は
「
ど

う
し
た
の
？
」
と
一
声
か
け
た
り
、
こ

こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
正
し
く

知
っ
た
り
す
る
こ
と
も
、
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

日
出
町
で
は
、
み
な
さ
ん
に
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
正
し
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
学
習
会
と
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

学 

習 

会

第
１
回

○
と
き　

９
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

○
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○ 

内
容　

ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識

○
講
師　

生
活
訓
練
施
設　

黎
明
荘

　

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
小
林
祐
一
氏

第
２
回

○
と
き　

10
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

○
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○ 

内
容　

ス
ト
レ
ス
に
強
い
自
分
を
つ

く
る
た
め
に

○
講
師　

臨
床
心
理
士　

阿
部
郁
美
氏

講 

演 

会

○
と
き　

10
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

12
時
50
分
〜
15
時

○
と
こ
ろ　

町
中
央
公
民
館

○
内
容　

・ 

ミ
ニ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
（
日
出
町
児
童

館
児
童　

12
時
50
分
〜
）

・ 

吹
奏
楽
演
奏
（
日
出
中
学
校
生
徒　

13
時
〜
）

・ 

講
演
会
（
イ
ラ
イ
ラ
と
落
ち
込
み
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル　

13
時
30
分
）

○ 

講
師　

福
岡
県
立
大
学
教
授　

上
野

行
良
氏

●
問
合
先　

福
祉
対
策
課
障
害
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
73
‐
３
１
２
１

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
再
開

　

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
の
不
足
に
よ

●とき　10 月 20 日（木）　12 時～
＊ 予約制です。相談を希望される方は事

前に申し込んでください。

●ところ　杵築中央公民館
　　　　　（きつき生涯学習館）

●申込期間　9月１日（木）～
　　　　　　9月30日（金）

●対象者
○ 新たに身体障害者手帳の交付を受けた

い方、または障害の等級などを変更し

たい方。

○ 義肢、装具、車いす及び補聴器等の補

装具費の支給を受けたい方。

○ 補装具が、処方どおり製作及び調整さ

れているか等を確認する、補装具適合

判定を受けたい方。

●診療科目
・ 肢体不自由　（別府医療センター整形

外科　戸澤興治医師）

・ 聴覚障がい　（一宮耳鼻咽喉科医院　

一宮一成医師）

●申込・問合先　福祉対策課障害福祉係
　　　　　　　　☎ 73‐ 3121

●募集期間　８月１日（月）～
　　　　　　９月 30 日（金）

● 応募方法　ハガキ（またはＦＡＸ）に
「見出し : 介護予防短歌（俳句・川柳）」

「作品」「居住市町村」「氏名（ペンネー

ム）」「年齢」「連絡先」「応募を知った

広報媒体」を記入し応募してください。

＊歌別の応募数は１人あたり５首（句）。

＊ＦＡＸ、封書による応募も可。

●応募・問合先　〒８７０‐８５０１
　 大分市大手町３－１－１　大分県福祉

　保健部高齢者福祉課

　ＦＡＸ０９７‐５０６‐１７３７

　☎０９７‐５０６‐２６８８

健 康 　子 育 て



塾 生 募 集 り
、
初
回
接
種
が
困
難
な
状
況
で
し
た

が
、
一
定
の
供
給
量
が
確
保
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
初
回
接
種
を

再
開
し
ま
し
た
。　

　

特
に
、
高
校
２
年
生
に
相
当
す
る
年

齢
の
方
は
初
回
の
接
種
を
９
月
30
日
ま

で
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。
９
月
30
日
ま

で
に
接
種
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
助
成

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

○ 

対
象
者　

平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平

成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

○
接
種
回
数　

３
回

○ 

接
種
方
法　

初
回
接
種
か
ら
１
カ
月

後
に
２
回
目
、
さ
ら
に
５
カ
月
後
に

３
回
目
を
接
種
し
ま
す
。

○
助
成
期
限　

平
成
24
年
３
月
31
日
（
土
）

＊ 

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
３
回

す
べ
て
の
接
種
を
受
け
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
残
り
の
接
種
分
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

麻
し
ん
・
風
し
ん

　
　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

　

Ｍ
Ｒ
４
期
の
対
象
者
に
、
高
校
２
年

生
に
相
当
す
る
年
齢
の
方
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
修
学
旅
行
や
学
校
行
事
で

海
外
に
行
く
場
合
の
み
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
早
め
に

福
祉
対
策
課
に
申
請
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
申
請
時
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

10
月
の

ポ
リ
オ
予
防
接
種

　

ポ
リ
オ
は
、
予
防
接
種
の
普
及
に
よ

り
、
現
在
で
は
国
内
で
の
自
然
感
染
は

報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
世
界
的
に
は
ま
だ
発
生
し

て
い
る
国
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
で

ポ
リ
オ
に
感
染
し
た
り
、
日
本
に
ウ
ィ

ル
ス
が
入
っ
て
く
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

　

ポ
リ
オ
を
予
防
す
る
た
め
に
、
ワ
ク

チ
ン
を
２
回
飲
ん
で
免
疫
を
つ
け
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

○ 

と
き　

10
月
６
日（
木
）・
18
日（
火
）・

26
日
（
水
）　

受
付
時
間
13
時
〜
13

時
30
分

○
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○ 

接
種
対
象
者　

生
後
３
カ
月
〜
７
歳

５
カ
月
児

○
持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳

＊ 

保
護
者
が
同
伴
で
き
な
い
場
合
は
委

任
状
が
必
要
で
す
。

　

 　

委
任
状
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
福

祉
対
策
課
に
も
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

● 

ワ
ク
チ
ン
・
予
防
接
種
に
関
す
る
問

合
先　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援
係

☎
73
‐
３
１
２
１

　

h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.h
iji.o
ita.jp

おおいた女性未来づくり塾

　福祉、環境、防災、文化、男女共同

参画など、日ごろ疑問に思っているこ

とを政策に反映させるためには、県や

市町村の審議会などに参画することも

ひとつの方法です。

　この塾では、地方自治の基礎につい

て学び、身近な地域の課題について、

その解決方法をグループで考えていく

ことで、「政策提言力」アップを目指

します。

　月１回女性の視点で、これからの大

分県の未来を一緒に考えてみません

か？

● 会場　大分県消費生活・男女共同参
画プラザ（アイネス）２階大会議室

● 対象　県内在住で、全６回とも参
加可能な、30 歳～ 50 歳代の女性 30

人（先着順）

●参加費　無料
● 託児サービス　1歳から就学前のお
子さんを無料でお預かりします。

● 申込方法　10 月 11 日（火）までに、

電話またはメールで申込みくださ

い。

●内容・とき
　 　第 1 回～第５回は 13 時 30 分～

16 時 30 分。第６回は未定。

・ 第1回　10月15日（土）　開講式・講

演（地方自治って何？）　大分県総

務部審議官　島田勝則氏

・ 第2回　11月26日（土）　講座（思い

をカタチにするための手法）

・第3回　12月10日（土）グループワーク

・第4回　１月14日（土）グループワーク

・第5回　２月18日（土）グループワーク

・第6回　３月下旬 発表及び懇談会

● 申込・問合先　大分県消費生活・男
女共同参画プラザ（アイネス）

　☎ 097‐ 534 ‐ 2039



「
道
の
日
」に
ち
な
ん
で
功
労
者
に
感
謝
状

　

道
路
は
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基

本
的
な
社
会
資
本
で
す
。そ
こ
で
、道
路
の
意

義
・
重
要
性
に
つ
い
て
、国
民
の
皆
さ
ん
に
関

心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、８
月
10
日
を

「
道
の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

日
出
町
で
も「
道
の
日
」に
ち
な
ん
で
、こ
の

１
年
間
に
、町
道
の
改
善
に
貢
献
さ
れ
た
12
名

の
方
に
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

町
の
主
要
な
道
路
は
、土
地
の
買
収
・
取
得

か
ら
、移
転
登
記
、測
量
、工
事
費
な
ど
の
経
費

を
予
算
化
し
て
、整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、町
民
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
の
利
便
性

や
安
全
を
図
る
た
め
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
、側
溝
の
蓋
架
け
、道
路
の
拡
幅
な

ど
、多
く
の
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
、逐
次
、要

望
に
応
え
て
事
業
化
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、予
算
化
し
事
業
を
進
め
て
も
、土

地
等
の
取
得
交
渉
に
手
間
取
り
、進
ち
ょ
く
状

況
の
は
か
ば
か
し
く
な
い
所
も
あ
り
ま
す
。

　

予
算
の
制
約
の
な
か
で
、で
き
る
だ
け
町
民

皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、道
路
整

備
に
努
め
て
い
ま
す
が
、必
ず
し
も
十
分
な
対

応
が
で
き
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
で
、当
面
町
と
し
て
整
備
を
予
定

し
て
い
な
い
道
路
で
あ
っ
て
も
、地
域
の
皆
さ

ん
が
整
備
を
希
望
し
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、多
額
の
予
算
化
が
困
難
で
あ
っ
て

も
、地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
や
土
地
の
提
供
な

ど
を
し
て
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、

整
備
を
優
先
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
地
域
の
協
力
で
道
路
の
整
備

が
進
ん
だ
個
所
と
し
て
は
、上
仁
王
公
園
線
70

ｍ
の
間
を
２
ｍ
↓
4
．3
ｍ
、藤
原
の
陣
の
辻

線
の
一
部
１
５
０
ｍ
の
間
を
４
ｍ
↓
７
ｍ
、薄

尾
天
間
線
77
ｍ
の
間
を
４
ｍ
↓
６
ｍ
、大
神
瀬

の
上
線
２
６
０
ｍ
の
間
を
３
ｍ
↓
６
ｍ
、豊
岡

駅
北
側
の
鳴
川
今
井
線
３
６
０
ｍ
の
間
を
２
．

５
ｍ
↓
５
ｍ
、川
崎
運
動
公
園
内
を
通
る
大
峯

平
原
線
２
７
６
ｍ
の
間
を
３
ｍ
↓
５
ｍ
、二
本

榎
弥
四
郎
線
76
ｍ
の
間
を
4
ｍ
↓
5
ｍ
、佐
尾

の
帆
足
万
里
墓
参
道
64
ｍ
の
間
を
2
ｍ
↓
4
．

5
ｍ
、太
田
豊
岡
駅
前
線
64
ｍ
の
間
を
５
ｍ
↓

７
ｍ
、大
神
の
鍛
冶
屋
線
２
０
０
ｍ
の
間
を

３
．５
ｍ
↓
５
ｍ
な
ど
で
幅
を
拡
げ
る
事
業
を

し
て
い
ま
す
。

３
年
間
に
５
５
０
５
㎡
の
寄
贈
を
受
け
る

　

こ
れ
ら
は
、い
ず
れ
も
地
域
の
方
々
か
ら
土

地
の
提
供
を
し
て
い
た
だ
い
て
工
事
を
進
め

て
お
り
、既
に
完
成
し
た
も
の
、ま
た
は
進
行

中
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
３
路
線
の
延
長
２
９
７
ｍ

で
面
積
６
４
３
㎡
、平
成
22
年
度
は
11
路
線
の

延
長
１
４
７
９
ｍ
で
面
積
４
１
８
６
㎡
、平
成

23
年
度
は
７
月
時
点
で
延
長
４
２
３
ｍ
で
面

積
６
７
５
㎡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
で
は
18
路
線
、人
数
で
50
人

の
方
々
の
理
解
と
協
力
で
、延
長
２
１
９
９

ｍ
、面
積
で
５
５
０
５
㎡
の
広
い
面
積
の
土

地
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
、立
派
に
改
修

が
で
き
て
い
ま
す
。

　
「
土
地
を
提
供
し
な
け
れ
ば
道
路
の
整
備

を
し
な
い
の
か
」と
、多
く
の
方
か
ら
質
問
が

寄
せ
ら
れ
ま
す
。こ
こ
で
基
本
的
な
考
え
を

記
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

公
道
の
整
備
は
、公
費
で
賄
う
の
が
原
則

で
す
。従
っ
て
、泉
北
大
神
線
、大
神
の
南
北

線
、内
野
深
江
港
線
、川
崎
内
野
地
区
の
笹
尾

松
ヶ
鼻
線
の
改
良
、大
神
駅
前
か
ら
の
平
原

深
江
港
線
の
舗
装
な
ど
、多
く
の
主
要
な
町

道
に
つ
い
て
は
、従
前
よ
り
も
予
算
を
増
額

し
て
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

狭
く
て
危
険
な
道
の
拡
幅
に
ご
協
力
を

　

し
か
し
、地
域
と
し
て
、今
す
ぐ
に
で
も
事

業
を
し
て
欲
し
い
と
こ
ろ
、ま
た
、将
来
を
見

越
し
て
整
備
し
た
ら
良
い
と
思
わ
れ
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、町
と
し
て
改
良
計

画
の
な
い
と
こ
ろ
ば
か
り
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
現
状
を
放
置
す
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。そ
こ
で
私
は
、機
会
あ
る
ご
と
に
地

域
の
有
志
の
方
々
に
、身
近
な
生
活
道
路
の
改

善
に
つ
い
て
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
国
道
、県
道
の
整
備
は
良
好
に
進

ん
で
い
ま
す
が
、町
道
の
整
備
は
か
な
り
遅

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、町
民
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に

多
大
な
支
障
を
き
た
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。早
い
時
期
で
の
改
善
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
が
、予
算
等
の
関
係
で
思
う
よ
う
に
進
ん

で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

土
地
買
収
交
渉
に
は
多
く
の
人
件
費
を
要

し
、さ
ら
に
土
地
買
収
に
も
経
費
が
か
か
り

ま
す
。地
域
の
支
援
、協
力
が
あ
れ
ば
、通
常

よ
り
も
相
当
に
少
な
い
予
算
で
工
事
が
可
能

で
す
。安
価
な
経
費
で
、し
か
も
迅
速
な
工
事

の
進
ち
ょ
く
が
図
れ
、地
域
に
も
大
き
な
福

音
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

町
、
地
域
、
そ
し
て
提
供
し
て
い
た
だ
く

方
々
の
理
解
が
得
ら
れ
る
方
策
を
求
め
な
が

ら
、一
歩
一
歩
前
進
す
る
な
か
で
、住
み
よ
い

町
づ
く
り
を
進
め
、日
出
町
の
発
展
を
期
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
各
所
に
出
向
く
と
、多
く
の
不
便
、

問
題
の
個
所
に
出
会
い
ま
す
。町
民
皆
さ
ん

も
日
常
の
生
活
環
境
を
見
渡
し
て
み
る
と
、

多
く
の
問
題
点
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。す
ぐ
に
は
良
く
な
ら
な
く
て
も
い
ず

れ
は
必
ず
改
善
さ
れ
ま
す
。

　

メ
ー
ル
や
投
書
で
、ま
た
、直
接
職
員
・
区

長
さ
ん
・
議
員
さ
ん
な
ど
に
お
話
く
だ
さ
り
、

町
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

暘
谷
駅
舎
・
南
北
自
由
通
路
の
設
計
委
託

　

暘
谷
駅
周
辺
で
、ケ
ー
ズ
電
器
、亀
の
井
ホ

テ
ル
の
建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、こ
の
た

び
整
備
の
一
環
と
し
て
、暘
谷
駅
舎
、駅
前
広

場
、線
路
を
南
北
に
ま
た
ぐ
自
由
通
路
な
ど

の
基
本
計
画
書
作
成
の
た
め
、入
札
を
行
い

ま
し
た
。大
手
企
業
の
復
建
調
査
設
計
㈱
が

落
札
し
ま
し
た
の
で
、今
後
関
係
者
と
協
議

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。特
に
、Ｊ
Ｒ
関
係
機
関

と
多
く
の
協
議
が
必
要
で
す
。平
成
23
年
度

末
ま
で
に
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
す
。こ
の

調
査
で
あ
る
程
度
の
方
向
づ
け
が
で
き
て
か

ら
、残
地
活
用
の
検
討
に
入
り
ま
す
。

（　

次
号
に
つ
づ
く　

）

日出町長　工藤　義見

その 56

だ
よ
り



定 期 相 談 図 書 館 だ より

●行政相談
　ところ　役場新館3階332会議室
　と　き　9月6日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73－3150

●心配ごと相談
　ところ　役場新館3階332会議室
　と　き　9月13日（火）10時～15時
　問合先　福祉対策課　☎73－3121

●心配ごと・行政合同相談
　ところ　川崎地区公民館
　と　き　9月20日（火）10時～15時

●障がい児・者等支援相談
　相談先　 社会福祉法人「みのり村」みの

り障がい者生活支援センター
　　　　　☎72－2818

●障がい児・者生活支援相談
　相談先　 太陽の家障害者生活支援セン

ター☎72－1682（受付時間
：8時～17時）

●高齢者総合相談
　相談先　 日出町地域包括支援センター
　　　 （健康増進課内）☎73－3115

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先　福祉対策課　☎73－3121
　
●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎097－545－0110
　　　　　　　（24時間　365日受付）

●無料人権相談所
　相談先　大分地方法務局杵築支局　
　　　　　☎0978－62－2271

●法律相談　（要予約）
　ところ　日出町保健福祉センター
　と　き　 毎月第２・４火曜日（祭日の

場合は休み）13時30分～16
時30分

　費　用　30分につき5,000円
　　　　（ 収入が一定以下の方及び多重

債務の相談は無料）
　申込・問合先　大分県弁護士会
　　　　　　　☎097－536－1458

萬里図書館　　　☎72－ 2851

「夏休み期間中」図書館の一室を学習室として開放
　　場所　2 階「おはなしの部屋」　
　　時間　10時～ 16時 30分

休館日　 
　5日・11日・12日・19日・23日・25日・26日・29日

読み聞かせ
　■ブーフーウーによる読み聞かせ
　　 ○とき　 9 月 10 日（土）・24 日（土）10 時 30 分～

11時 30分

　　 ○対象　幼児から小学校低学年まで

　■ FUMFUM による読み聞かせ
　　 ○とき　9月 22日（木）11時～ 11時 30 分

　　 ○対象　0歳～ 5歳くらいまで

新刊案内

「 大人になって
  忘れてしまっている
  大切なこと」
  中山　和義　著　PHP 研究所

　子どもの何気ないひと言や、行動にあふれる素直さ、やさ

しさ、強さ。

　子どもたちが与えてくれる気づきが、あなたの幸せの扉を

ひらきます。

　生きる希望や勇気がわいてくる心温まるエピソード集。

　阿部未
み く

来さん（現日出中学校２年生）が小学校２年生のとき、

大分県小学校児童作文コンクールで、大分県知事賞を受賞し

た作文「みんなちがってみんないい」が掲載されています。



１
‐
８
３
４
９

試　

験

身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

県
職
員
採
用
選
考

▼ 

職
種
及
び
採
用
予
定
者
数

　

 

一
般
事
務
１
名
、
教
育
事
務
２

名
▼ 

第
１
次
選
考
日　

11
月
６
日

（
日
）

▼ 

受
付
期
間　

９
月
30
日

（
金
）
〜
10
月
19
日
（
水
）

＊  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申

込
み
の
場
合
は
９
月
30
日

（
金
）
〜
10
月
12
日
（
水
）

▼
問
合
先

　

 

大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局
公

務
員
課
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐

５
２
１
２

講　

座

地
域
労
働
講
座

　

使
用
者
、
人
事
労
務
担
当
者
、

労
働
者
等
、
労
働
関
係
に
関
心
の

あ
る
方
を
対
象
に
労
働
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

▼ 

講
座
内
容　

「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
実
現
に
向
け

た
意
識
改
革
」

▼ 

と
き　

10
月
12
日
（
水
）
14

時
〜

▼
と
こ
ろ　

日
出
総
合
庁
舎

▼
申
込
期
限　

10
月
５
日
（
水
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

県
商
工
労

働
部
労
政
福
祉
課
☎
０
９
７
‐

５
０
６
‐
３
３
５
４

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

﹇
は
が
き
宛
名
講
座
﹈

○
と
き　

10
月
7
・
14
・
21
・
28

（
金
）
10
時
〜
12
時

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー

募　

集

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校
普
通
科

後
期
入
学
生
募
集

　

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
入
学
可

能
。
登
校
は
月
に
１
〜
２
回
。

▼
出
願
期
間

○ 

新
入
生
・
編
入
生　

８
月
１
日

（
月
）
〜
10
月
20
日
（
木
）

○  

転
入
生　

８ 

月
１ 

日
（
月
）

〜
11
月
20
日
（
日
）

▼ 

募
集
対
象　

中
学
校
を
卒
業

し
た
後
、
高
等
学
校
に
入
学
し

て
い
な
い
方
。
高
等
学
校
を
途

中
退
学
し
た
方
。
高
等
学
校
に

在
籍
中
の
方

▼ 

申
込
・
問
合
先　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学

園
高
等
学
校
☎
０
１
２
０
‐
４

５
１
４
‐
２
４

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
春
募
集

が
10
月
１
日
（
土
）
か
ら
11
月
７

日
（
月
）
の
期
間
で
実
施
さ
れ
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
合
先　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
班
☎
０
９
３
‐
６
７

開催日　10月 16日（日）
スタート地点　日出町中央公民館前広場
受付　 7 時 40 分～　（出発　Ａコース 8 時 30

分 Ｂ・Ｃコース 9時）
申込期限　10月 7日（金）
参加料　　大人 500円　中高生 300円
　　　　　小学生以下無料
申込　 商工観光課に備え付けの申込用紙に記入

し、提出してください。申込用紙はホー
ムページからもダウンロードできます。

コース
・Ａコース 周回健脚コース 　　約２０ｋｍ
・Ｂコース ザビエルフルコース 約１０ｋｍ
・Ｃコース ザビエル浜コース　 約 ５ｋｍ
申込・問合先　ザビエルの道ウオーキング
　大会実行委員会（商工観光課内）　☎ 73‐ 3158

ザ
ビ
エ
ル
の
道
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

「
美
し
い
日
本
の
歩
き
た
く
な
る
道
５
０
０
選
」
と

「
お
お
い
た
遺
産
」
に
選
ば
れ
た
道
で
す
。

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/



﹇
講
師
養
成
講
座
﹈
エ
ク
セ
ル

○ 
と
き　

10
月
6
・
13
・
20
・
27

（
木
）
10
時
〜
12
時

○  

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

﹇
無
料
IT
相
談
﹈

○ 

と
き　

10
月
６
・
13
・
20
・
27

（
木
）
13
時
〜
15
時

○
と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
座
料　

２
，
８
０
０
円

▼
申
込
期
限　

９
月
22
日
（
木
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

パ
ワ
ー
ウ

ェ
ー
ブ
日
出
☎
75
‐
８
６
３
７

看
護
力
再
開
発
講
習
会

　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
の
資
格
を
持
ち
、
家
庭

に
い
て
就
業
を
希
望
す
る
方
々
の

職
場
復
帰
を
容
易
に
す
る
た
め
に

開
催
し
ま
す
。
資
料
代
２
，
０
０

０
円
。

▼ 

と
き　

10
月
６
日
（
木
）
〜
10

月
28
日
（
金
）
９
時
30
分
〜
15

時
（
８
日
間
）

▼
と
こ
ろ　

県
看
護
研
修
会
館

▼ 
申
込
期
間　

８
月
10
日（
水
）

〜
９
月
12
日
（
月
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

県
看
護
協
会

☎
０
９
７
‐
５
７
４
‐
７
１
３
６

相　

談

労
働
な
ん
で
も
相
談

　

労
働
者
・
使
用
者
を
問
わ
ず
、

県
民
の
皆
様
の
労
働
に
関
す
る
相

談
を
県
職
員
が
受
け
ま
す
。
相
談

無
料
。
予
約
不
要
。

▼ 

と
き　

10
月
７
日
（
金
）
11
時

〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

杵
築
市
役
所

　

 

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
０
４
０

▼ 

問
合
先　

県
労
政
・
相
談
情
報

セ
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
３
２

‐
３
０
４
０

悩
ま
ず
ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談

　

解
雇
、
賃
金
未
払
い
、
労
働
条

件
な
ど
の
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
、
電
話
、
来
所
で
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

▼ 

と
き　

10
月
３
日
（
月
）
〜
10

月
９
日
（
日
）

▼
受
付
時
間

○  

平
日　

９
時
〜
20
時
（
来
所
の

受
付
は
18
時
30
分
ま
で
）

○ 

土
・
日　

９
時
〜
17
時
（
来
所

の
受
付
は
16
時
ま
で
）

＊ 

土
・
日
曜
日
の
来
所
の
場
合
の

出
入
り
口
は
県
庁
舎
本
館
裏
玄

関
。

▼
相
談
方
法

○ 

電
話
相
談　

☎
０
９
７
‐
５
３

６
‐
３
６
５
０

○ 

来
所
相
談　

県
労
働
委
員
会
事

務
局

▼ 

問
合
先　

県
労
働
委
員
会
事
務

局
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２

４
１

土
地
・
建
物
の
表
示
登
記
に
つ

い
て
の
無
料
相
談

▼
と
き　

10
月
１
日
（
土
）

　

10
時
〜
15
時

▼ 

と
こ
ろ　

く
に
さ
き
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
（
ア
ス
ト
国
東
）

▼ 

相
談
担
当
者　

県
土
地
家
屋

調
査
士
会
会
員

▼ 

問
合
先　

県
土
地
家
屋
調
査
士

会
杵
築
支
部
☎
０
９
７
８
‐
63

‐
３
７
７
７

多
重
債
務
等
無
料
相
談
会

　

多
重
債
務
な
ど
の
問
題
を
抱
え

る
本
人
や
家
族
を
対
象
に
、
「
法

律
相
談
」
「
こ
こ
ろ
の
相
談
」
の

無
料
相
談
会
を
合
同
で
開
催
し
ま

す
。
要
予
約
。

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人



▼
と
こ
ろ　

大
分
東
洋
ホ
テ
ル

▼ 

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23
‐
８
６
０
９

け
い
せ
ん
祭
り

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
模
擬
店
・

ゲ
ー
ム
・
お
楽
し
み
抽
選
会
等
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

▼ 
と
き　

10
月
８
日
（
土
）

　

９
時
30
分
〜
14
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

渓
泉
寮
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
問
合
先

　

渓
泉
寮
☎
72
‐
２
５
２
１

県
民
安
全
・
安
心
メ
ー
ル

　

大
雨
・
洪
水
警
報
、
津
波
警

報
・
注
意
報
、
食
中
毒
情
報
な
ど

防
災
情
報
が
、
携
帯
電
話
に
メ
ー

ル
で
届
き
ま
す
。

▼ 

登
録
方
法　

e
@
b
o
u
s
a
i-

o
ita.jp

 

へ
空
メ
ー
ル
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
合
先　

大
分
県
防
災
危
機
管

理
課
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３

１
５
２

日
出
町
小
学
生
王
将
戦

▼
と
き　

10
月
29
日
（
土
）

○
受
付
開
始　

12
時
30
分

○
試
合
開
始　

12
時
45
分

▼
と
こ
ろ　

町
中
央
公
民
館

▼
参
加
費　

無
料

▼ 

運
営
方
法　

低
学
年
の
部
と

高
学
年
の
部
に
分
け
て
開
催

▼ 

問
合
先　

日
出
町
棋
友
会

　

 

事
務
局
・
岩
尾
☎
０
８
０
‐
１

７
１
１
‐
４
５
９
３

県
立
盲
学
校　

学
校
公
開
お
よ

び
授
業
公
開

　
「
視
覚
障
が
い
」に
関
す
る
教
育

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
28
日
（
金
）

▼
と
こ
ろ　

県
立
盲
学
校

▼
日
程

○ 
10
時
〜
12
時
30
分　

開
会
行

事
、
学
校
案
内
、
公
開
授
業

○ 

13
時
20
分
〜
14
時
20
分　

視
覚

障
が
い
セ
ミ
ナ
ー

▼ 

問
合
先　

大
分
県
立
盲
学
校

　

 

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３

８
ご
存
じ
で
す
か
・
・
公
証
制
度

　　

公
証
人
が
作
成
し
た
公
正
証

書
は
、
裁
判
な
ど
で
強
力
な
証

拠
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
紛

失
や
改
ざ
ん
の
心
配
が
な
い
な

ど
、
後
日
の
紛
争
を
防
止
す
る

上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
ま
す
。

▼ 

問
合
先　

大
分
公
証
人
合
同
役

場
☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
８

８
８

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
使
わ
れ
ま
す

▼  

発
売
期
間　

９
月
26
日
（
月
）

〜
10
月
14
日
（
金
）

▼
抽
選
日　

10
月
21
日
（
金
）

お
お
い
た
み
の
り
フ
ェ
ス
タ

【
農
・
林
業
部
門
】

▼ 

と
き　

10
月
22
日
（
土
）
〜
23

日
（
日
）
９
時
30
分
〜
16
時
30

分
▼
と
こ
ろ　

別
府
公
園

▼ 

主
な
行
事　

ふ
る
さ
と
の
味

レ
ス
ト
ラ
ン
、
親
子
木
工
教

室
、
丸
太
切
り
に
挑
戦
、
緑
化

木
無
償
配
布
、
花
・
植
木
の
コ

ー
ナ
ー
等

【
水
産
部
門
】

【
法
律
相
談
】

▼
内
容　

多
重
債
務
問
題
等

▼
相
談
担
当
者　

弁
護
士
等

【
こ
こ
ろ
の
相
談
】

▼ 

内
容　

う
つ
病
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル

依
存
症
等
精
神
疾
患
の
相
談
・

自
死
遺
族
の
心
の
問
題

▼ 

相
談
担
当
者　

保
健
福
祉
相

談
員
（
保
健
師
等
）

▼ 

と
き　

９
月
26
日
（
月
）
９
時

〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

法
テ
ラ
ス
大
分

▼
申
込
方
法

① 

事
前
予
約
制
（
定
員
24
名
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

② 

予
約
受
付
期
間　

９
月
５
日

（
月
）
〜
９
月
22
日
（
木
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

法
テ
ラ
ス

大
分
☎
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐

５
５
２
０

そ
の
他

障
害
者
就
職
面
接
会

　

参
加
を
希
望
す
る
障
害
者
や
事

業
主
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
と
き　

９
月
29
日
（
木
）

　

13
時
30
分
〜

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
苗
木
無
料
配
布

■
と
き　

10
月
の
土
・
日
・
祝
15
時
〜

■
と
こ
ろ　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
入
口

■
配
布
予
定
数　

毎
回
１
０
０
セ
ッ

　

ト 

（
種
類
未
定
）

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
特
別
割
引
券

　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
を
特
別
料
金

で
ご
利
用
で
き
ま
す
。
左
の
割
引
券
を

切
り
と
っ
て
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
先　

サ
ン
リ
オ
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト　

☎
73
‐
１
１
５
５

ハーモニーランド特別割引券
①パスポートチケット　２，１００円
　《おとな・こども（４歳以上）共通　＊通常 2,800 円》

②イルミネーションチケット　９００円
　《おとな・こども（４歳以上）共通　＊通常 1,000 円》
＊②はイルミネーションが開催される金土日祝の 16時以降のみ

有効期間：10月 1日（土）～10月 31日（月）

　本券をハーモニーランド入口チケット売場に提出すると、１
枚につき５名様まで割引が受けられます。
＊他割引との併用不可。　＊休園日（6・13・20日）
＊駐車料金は（普通車１回 300 円）は別途必要。　　日出町



訂
正
と
お
詫
び

　
「
広
報
ひ
じ
８
月
号
」
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
す
る
と

と
も
に
、
次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

　

特
集
「
戦
争
の
爪
跡
」
中
、「
回

天
顕
彰
会
」
と
あ
る
の
は
「
大
神
回

天
基
地
顕
彰
会
」。「
牧
の
内
の
回
天

神
社
」
と
あ
る
の
は
「
港
の
回
天
神

社
」。
６
ペ
ー
ジ
の
「
５
月
」
は
「
４

月
」。
同
ペ
ー
ジ
「
３
年
に
１
度
」

と
あ
る
の
は
「
毎
年
」。

● 

参
考
文
献　

日
出
町
誌
（
日
出
町

編
集
委
員
会
）・
お
お
い
た
戦
争

遺
跡
（
大
分
県
文
化
財
保
存
協
議

会
）

近
代
和
風
建
築
総
合
調
査

　

県
で
は
、
明
治
か
ら
昭
和
20
年
ま

で
に
建
て
ら
れ
た
木
造
の
和
風
建
物

を
調
査
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お

宅
を
調
査
員
が
お
訪
ね
し
ま
す
。　

　

ぜ
ひ
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
調
査
に
関
係
し
て
、

調
査
員
や
市
町
村
担
当
者
以
外
の
人

が
お
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
問
合
先　

県
教
育
庁
文
化
課

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
４
９
８

▼
と
き

○
10
月
29
日
（
土
）

　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

○
10
月
30
日
（
日
）

　

９
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

亀
川
漁
港

▼ 

主
な
行
事　

産
地
直
売
コ
ー

ナ
ー
、
浜
の
母
ち
ゃ
ん
の
味
コ

ー
ナ
ー
、
ブ
リ
・
ウ
ナ
ギ
の
つ

か
み
ど
り

【
同
時
開
催
行
事
】

○ 

第
72
回
県
畜
産
共
進
会　

10
月

22
日
（
土
）

○ 

音
泉
タ
ウ
ン
音
楽
会
〜
森
の
コ

ン
サ
ー
ト　

10
月
22
日
（
土
）

○ 

Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
Ｕ
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
１　

10
月
23
日
（
日
）

○ 

Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

10
月
23

日
（
日
）

▼  

問
合
先　

県
農
林
水
産
祭
実
行

委
員
会
事
務
局
☎
０
９
７
‐
５

０
６
‐
３
５
４
４

＊ 

水
産
部
門
に
つ
い
て
は
県
農
林

水
産
部
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐

３
９
１
４

求　

人

【
正
社
員
】

●
製
品
検
査
２
人
●
製
品
配
送

１
人
●
設
計
技
術
者
１
人
●
看

護
師
９
人
●
（
障
）
設
計
１
人

●
（
障
）
製
造
技
術
１
人
●
（
障
）

経
理
１
人
●
（
障
）
製
造
１
人

●
（
障
）
人
事
総
務
１
人
●
製

造
60
人
●
管
理
者
（
候
補
）
２

人
●
看
護
師
（
正
・
准
）
１
人

●
精
密
金
型
部
品
製
作
１
人
●

理
・
美
容
師
５
人
●
介
護
職
４

人
●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
加
工

業
務
１
人
●
電
気
技
術
者
１
人

●
警
備
員
５
人
●
訪
問
介
護
員

１
人
●
タ
ク
シ
ー
運
転
手
１
人

●
自
動
車
鈑
金
塗
装
見
習
い
１

人
●
准
看
護
師
４
人
●
作
業
療

法
士
１
人
●
電
気
工
事
士
２
人

●
調
整
作
業
員
２
人
●
製
造
組

立
ス
タ
ッ
フ
15
人
●
営
業
１
人

●
理
学
療
法
士
１
人
●
介
護
支

援
専
門
員
１
人
●
鶏
卵
パ
ッ
キ

ン
グ
４
人
●
土
木
作
業
員
１
人

●
設
計
・
開
発
職
１
人
●
事
務

職
２
人
●
地
域
福
祉
活
動
補
助

員
２
人
●
倉
庫
作
業
員
１
人
●

一
般
貨
物
自
動
車
運
転
手
１
人

●
生
産
管
理
・
事
務
１
人
●
リ

フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
２
人
●
保
健

師
ま
た
は
看
護
師
１
人

【
パ
ー
ト
】

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
人
●
訪

問
介
護
８
人
●
介
護
職
員
１
人

●
販
売
員
10
人
●
ル
ー
ト
配
送

２
人
●
工
場
内
作
業
５
人
●
タ

ク
シ
ー
運
転
手
１
人
●
調
整
作

業
員
２
人
●
レ
ジ
業
務
２
人
●

水
産
物
加
工
業
２
人
●
医
療
事

務
補
助
員
１
人
●
理
・
美
容
師

５
人
●
選
別
作
業
・
出
荷
作
業

１
人
●
調
理
員
及
び
調
理
補
助

６
人
●
積
込
・
片
付
け
作
業

２
人
●
家
庭
教
師
３
人
●
運
営

ス
タ
ッ
フ
１
人
●
清
掃
１
人
●

看
護
師
（
正
・
准
）
１
人
●
靴

販
売
員
１
人
●
家
電
製
品
の
販

売
お
よ
び
販
売
補
助
７
人
●
販

売
・
調
理
３
人
●
登
録
販
売
者

３
人
●
惣
菜
調
整
工
１
人
●
薬

剤
師
５
人

▼ 

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別

府
☎
23
‐
８
６
０
９　

町
商　

工
観
光
課
☎
73
‐
３
１
５
８

お
誕
生
お
め
で
と
う

（　

）
内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

今
﨑　

絆
き
ず
な　

（
奨　
　

是
城
）

伊
藤　

優ゆ
づ
き月
（
豪　
　

影
の
木
）

小
俣　

幸ゆ
き
や也
（
直
樹　

団
地
東
）

坂
本　

航こ
う
き希
（
忠
俊　

団
地
西
）

安
藤
菜な

な

こ

奈
子
（
祐
一　

団
地
北
）

松
成　

健け
ん
し
ん真
（
洋　
　

北
浜
）

青
木
結ゆ

め

か

萌
香
（
優
作　

日
出
本
町
）

林　
　

琉る

く空
（
純
也　

内
堀
）

梅
田　

悠ゆ
う
せ
い成
（
慎
也　

佐
尾
）

古
屋　

衣い
お
ん穏
（
貴
康　

東
部
）

渡
邉　

心み
ひ
ろ優
（
国
明　

東
部
）

塩
入　

緒つ
ぐ
み実
（
秀
和　

東
部
）

佐
藤　

輝い
る
み未
（
敦
史　

南
部
）

前
田　

実み
さ
き咲
（
秀
信　

南
部
）

伊
藤　

有ゆ
う
き希
（
愛　
　

南
部
）

佐
藤　

真ま
さ
た
か崇
（
常
二　

成
行
）

伊
東　

和か
ず
き輝
（
好
哲　

平
原
）

渡
邉　

瑠る

奈な

（
綱
紀　

平
原
）

伊
　

蒼そ
う
す
け介
（
邦
宏　

内
野
）

中
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「ひじ まち歩きガイドの会」会長

日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は今年４月１日比

人　 口 28,615 （－ 42） ＋ 5
　　　 男 13,680 （－ 21） ＋ 1
　　　 女 14,935 （－ 21） ＋ 4

世帯数 11,517 （－ 13） ＋ 69

南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（± 0）
（－ 10）
（－ 24）
（－ 6）
（＋ 5）
（－ 7）

317
7,277
5,862
3,841
5,836
5,482

平成23年8月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

渡邊　睦子さん（78）　
（藤原南部）

「ひじ　まち歩きガイドの会」のメンバー

　まちの観光ガイド「ひじ　まち
歩きガイドの会」が活躍中です。
　日出町観光協会がボランティ
アガイドを育成しようと、一昨
年公募して集まったメンバーで
構成されています。
　現在主に活動しているメン
バーは５人。およそ 10 カ月間
の研修を経て、今年２月末から
本格的に活動を始めました。
　7月までの５カ月間に、すで
に 700人以上の観光客のガイド
をしました。会長を務めるのは
渡邊睦子さんです。
　渡邊さんは、ガイドを始めて
10 年目を迎えます。「ひじ　ま
ち歩きガイドの会」が結成され
る前から、ボランティアで観光
案内をしてきました。
　「日出町には良いところがた
くさんあり、とても魅力的な町。
この魅力を一人でも多くの人に
伝えたい」と話します。
　もともと歴史にふれ、学ぶこ
とが大好きだという渡邊さん。
　平成 13 年にボランティアグ
ループ「豊の船の会」に入会し、
その翌年から観光ガイドとして

活動するようになりました。
　平成 17 年度から平成 20 年
度までは「豊の船の会」の会長
も務め、その間、会員に対して
観光ガイドの研修を行うなど、
人材育成にも力を入れてきまし
た。
　「季節によって咲く花も違う
し、見える景色も変わるんで
す」。ガイドの際は、パネル写
真を持ち歩き、その季節とは違
う景色を見せるなど、観光客を
楽しませるように工夫していま
す。「違う季節になったら、ま
た日出町を訪れてもらいたいか
ら」と話します。
　日出城趾周辺の案内はもちろ
ん、松屋寺や回天神社なども要
望があれば案内します。

　「また来ます」、お客さんから
言われるその言葉が本当にうれ
しい。「お客さんの反応が楽しみ
だから続けることができます」
と話します。
　渡邊さんの趣味は、詩吟、卓
球、習字、短歌と幅広い。ガイ
ド中は大きな声を出し、長い距
離も歩かなければいけません。
「趣味が役立っています」と笑
います。
　「日出町に来て良かったと
思ってもらえるように、これか
らもがんばります」と最後に話
してくれました。


